
第33回公益社団法人日本口腔インプラント学会東北・北海道支部大会ポストシンポジウム 

青森インプラント研究会 特別シンポジウムのお知らせ 

武田 孝之先生（東京都開業） 
 

東京歯科大学臨床教授 
日本補綴歯科学会 専門医、指導医 
日本口腔インプラント学会 専門医  

講 師 紹 介 

日 時 

会 場 

平成24年11月4日（月）祝日 午前8:30～午後1:00（昼食なし） 

            2013.11.4（月）祝日 青森インプラント研究会特別シンポジウム  参加申し込み 
                                       

  ご氏名                   歯科医師 ・ 勤務医 ・ スタッフ 

  ご住所                                      

    TEL                     FAX                 

  事前会費 振込日           

                

参加費 

 インプラント治療を補綴的視点から考えるとはどういうことでしょう？インプラントには埋入（外科）、補綴という２つのパートがありますが、

忘れてはいけないのは長期に渡って患者さんと付き合うという術後管理（メインテナンス）というパートが存在し、将来インプラント治療を

した患者さんのケアーを補綴学的また、長期的視点から、①埋入本数、埋入部位、②可撤式か？固定式か？あるいは固定式→可撤式

か？、③患者さんの全身的、経済的、精神的変化に応じた対応を考えることが重要なのではないかと考えています。 
 今回は、あらかじめ用意した検討症例を用いて、参加者の先生方にも治療計画を考えてきていただき、対合関係や埋入本数，部位だ

けではなく、長期的な変化に対応できる補綴を考慮したインプラント治療について本シンポジウムで討論できたらと思っています。   
                  青森インプラント研究会会長 梅原正年    

弘前歯科医師会館 2階 大会議室 

8０名様（先着順） 

事前会費 歯科医師：3,000円 勤 務 医 ：3,000円  スタッフ：1,000円 

当日会費 歯科医師：5,000円 勤 務 医 ：5,000円  スタッフ：3,000円 

椎貝 達夫先生（東京都開業） 
 

東京歯科大学臨床教授 
日本補綴歯科学会 専門医、指導医 
日本口腔インプラント学会 専門医  

メインテーマ 

『補綴学的視点からこれからのインプラント治療を考える』 

モデレーター：梅原 一浩先生（青森インプラント研究会） 

演 者１：椎貝 達夫先生 「高齢者に対するインプラント治療のポイント」 

演 者２：小柳 圭司先生 「高齢化社会とインプラントオーバーデンチャー」 

演 者３：武田 孝之先生 「インプラント補綴を前提とした欠損歯列のリスク評価」 

討論・質疑応答 

      

問い合わせ 
申し込み先 

平井 新栄 〒038−1311 青森県青森市浪岡大字浪岡字若松16-2  
        平井歯科医院  TEL 0172-62-2685 FAX 0172-88-7524 
（振込先）みちのく銀行 浪岡支店 普通 ２６２７８７５ 青森インプラント研究会 平井 新栄 
＊振り込み後必ず下記の用紙に必要事項を記入のうえFAXにて申し込み下さい。 

定 員 

小柳 圭司先生（大阪府開業） 
 

大阪府開業 歯学博士 
（大阪歯科大学欠損歯列補綴咬合学講座） 

講 演 内 容 
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